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令和３年度一般会計補正予算の概要令和３年度一般会計補正予算の概要
新型コロナウイルス感染症対策等を盛り込んだ補正予算について審議し、それぞれ全会一致で可決されました。

一般会計補正予算（第2号）　　補正額　4,506万5千円
●新型コロナウイルスワクチン個別接種事務委託料　（3,437万7千円）
●接種看護師会計年度任用職員報酬 　（1,065万6千円）

一般会計補正予算（第3号）　　補正額　1億8,702万5千円
●保育園・幼稚園等の衛生対策に係る新型コロナウイルス感染症対策事業補助金等
　（2,445万6千円）
●公共施設等無線ＬＡＮ整備委託料　（2,078万5千円）
●テレワーク推進等を図る庶務事務システム等導入委託料　（3,347万3千円）

主な事業

主な事業

主な事業

一般会計補正予算（第4号）　　補正額　11億2,764万4千円
●生活困窮者自立支援事業　（5,719万1千円）
●低所得の子育て世帯生活支援特別給付金給付事業　（6,217万3千円）
●接種体制の追加等に伴う新型コロナウイルスワクチン接種事業　（9億104万1千円）
●プレミアム付商品券事業　（1億722万8千円）
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主 な 内 容
◆一般質問（要旨）……２〜５面

◆議案の審議結果……………６面

◆可決等された案件……６〜７面

◆委員会の審査…………７〜８面

◆特別委員会活動……………８面
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▲市内小学校のビオトープにゲンジボタルの幼虫を放流する児童の様子
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今定例会では、16名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１〜２問とし掲載しました。
会議録は８月上旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のＱＲコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問 （ 要 旨 ）
「市政のここを問う」

新型コロナウイルスワクチン接種受付について

新型コロナウイルスワクチン接種について

外国にルーツを持つ子どもに係る取組について

五日市街道（武蔵野橋北詰から熊川武蔵野交差点付近）の渋滞解消について

正和会
杉山 行男 議員

正和会
小澤 芳輝 議員

公明党
青木 健 議員

公明党
堀 雄一朗 議員

▲福生市新型コロナワクチン接種専用予約サイト画面

▲日本語指導に関する教材「東京の学校生活」東京都教育委員会HPより

▲武蔵野橋北交差点付近の様子

　質問　新型コロナウイルスワクチ
ン接種の受付状況を伺う。
　市長　４月28日、75歳以上の高齢
者接種の予約受付を電話受付のみで
実施。開始30分で予定件数に達し、
受付を終了した。５月７日にはウェ
ブでの受付を追加したが、アクセス
集中により接続しにくい状態が続き、
翌日に予定件数に到達。３回目の同
19日からは重症化リスクの高い85歳

　質問　医療従事者、高齢者の施設
入居者、介護職員等の現在における
新型コロナウイルスワクチンの接種
状況を伺う。
　市長　市内の医療従事者等につい
ては、当初は都が接種の実施体制を
構築し、実施することとなっていた
が、個別の医療機関だけでは進まな
いため、医師会の強い要望で４月28
日から５月12日のうち４日間、市の

　質問　外国にルーツを持つ子ども
の就学前における日本語教育（プレ
スクール等）について所見を伺う。
　市長　本市は外国人比率が高いが、
日本語や日本の文化等を学ぶ機会は
幼稚園や保育所等で十分に確保され
ているため、積極的にプレスクールを
検討している状況ではない。しかし、
子どもたちが幼稚園や保育所等を経
ずに小学校に入学することは、日本

　質問　拡幅工事の間、武蔵野橋北
交差点を暫定的に改良できないか。
　市長　関係機関の見解では、市道
第72号線との交差点が接近しており、
暫定的改良では渋滞の解消は極めて
難しいとのことで、抜本的な解決方
法は五日市街道の拡幅と考える。
　質問　砂川踏切から武蔵野橋北交
差点までの間を暫定的に２車線化し
て車両の流入量を増やし、渋滞改善

以上の方を先行して受け付け、翌20
日は75歳以上の方の受付を行った。
市民の皆様にはご不便をおかけし、
大変申し訳ない。希望される方に一
日も早くワクチン接種が行き届くよ
う、取り組んでまいりたい。
　質問　電話での予約受付は有料の
ナビダイヤル0570だが、電話料金の
負担にも配慮が必要と考える。フリ
ーダイヤルを追加導入することはで

集団接種会場で実施した。２回目の
接種はそれぞれ３週間後に同会場で
実施。高齢者施設等の入居者や従事
者については、４月末よりワクチン
の必要数を確認し、５月から一部の
施設で１回目の接種を実施した。
　質問　高齢者の施設入居者等の接
種希望者数及び１回目の接種終了者
数、また介護職員のワクチン接種対
応について伺う。

語等を学ぶ機会が失われ、学習など
に支障をきたすことが懸念されるた
め、特に未就学児童がいる家庭につ
いては早い段階で幼稚園や保育所等
に入ることができるよう、今後も引き
続き関係部署が連携し取り組む。
小・中学校における対応について
　質問　外国籍等の児童・生徒の受
入れ体制や生活・学習面等の支援策
を伺う。

につなげるよう要望いただけないか。
　都市建設部長　用地取得後、暫定
的に下りを片側２車線化できれば交
差点付近の渋滞の改善が考えられる。
東京都西多摩建設事務所に要望する
とともに、今後も拡幅事業が円滑に
進むよう関係機関と連携を図りたい。
ヤングケアラー支援について
　質問　病気や障害のある家族の世
話をする子供たち、ヤングケアラー

きないか伺う。
　福祉保健部参事　当初、市民へご
案内する時間的余裕がないため、フ
リーダイヤルよりも設置時間を要し
ない有料ナビダイヤルを採用した。
既に広報やホームページ等で周知し
ており、新たにフリーダイヤルを加
えると混乱が生じるおそれがあるほ
か、総合的な判断の上、引き続きナ
ビダイヤルでの運用を考えている。

　福祉保健部参事　高齢者施設等の
入所者等の接種希望者は５月末日時
点で979名、１回目の接種終了者は
719名だった。高齢者施設等従事者
のワクチン接種については、高齢者
施設等でのクラスター発生防止の観
点から、入所者の接種を優先した上
で、本人の同意に基づき、入所者と
併せて接種していただく機会を設け
ている。

　教育長　現在、第一小学校、第二
中学校に日本語学級を設置し、日常
生活を営むうえで必要な「生活言語
能力」と、学校での学習に必要な
「学習言語能力」を身につけるため
の指導を行っている。今後も言語や
生活習慣の違いを乗り越え、学校生
活にスムーズに適応することで学力
を高め、自己実現を図ることができ
るよう、指導、支援を継続していく。

支援について本市の取り組みを伺う。
　市長　国は施策として社会的認知
度の向上を示していることから、今
後、関係機関向けの研修や講演会の
開催、子供自身がヤングケアラーで
あることに気づき、相談窓口がある
ことの周知に努める。また、関係機
関等には子供を介護の担い手として
見ないことや、家族背景にも目を配
るよう働きかけたい。

福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）



　　　令和３年7月25日　　福生市議会だより　　No.225（3）

児童発達支援について

公立福生病院等での新型コロナウイルスワクチン接種について

福生駅西口地区公共施設整備と運営について

ウォーカブルなまちづくりについて

新型コロナワクチンの接種について

正和会
武藤 政義 議員

正和会
小林 貢 議員

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

正和会
佐藤 弘治 議員

公明党
原田 剛 議員

▲教職員向け指導資料「道徳科校内研修ノート」表紙

▲福生七小南側の五日市街道と歩道橋

▲福生駅西口地区公共施設整備実施計画に掲載された整備のイメージ

▲占用特例許可による道路の利活用の一例

▲６月に開催したふっさ環境フェスティバルのポスターとステッカー

　質問　発達に課題がある子どもへ
の本市の具体的な支援について伺う。
　市長　健康課で実施する３歳児健
康診査等で発達に課題があると思わ
れる場合、心理相談を経て、月に１
回実施している乳幼児発達健康診査
につないでいる。子育て世代包括支
援センター係では、臨床心理士等が
定期的に保育園等の巡回相談を実施。
保護者との面談を通じ、子どもの発

　質問　６月から集団接種と医療機
関での個別接種が始まるが、公立福
生病院等での接種について伺う。
　市長　個別接種は、まずは公立福
生病院で６月10日から実施し、その
他の医療機関も体制が整い次第実施
できるよう調整している。副反応へ
の懸念等でかかりつけ医による接種
を希望する声もあることから、市内
の医療機関での個別接種を円滑に実

　質問　５月に福生駅西口地区公共
施設整備実施計画が策定された。本
施設の整備・運営の考え方を伺う。
　市長　整備は準備組合の提案を市
が策定する都市計画に反映させつつ、
再開発事業の一環として進める。施
設の設計、施工は準備組合が選定し
た特定業務代行者等が行い、整備後
の施設、建物を市が取得する予定。
将来、運営を担う指定管理者交渉者

　質問　国土交通省はウォーカブル
な（歩ける）まちづくりとして、都
市再生特別措置法（ウォーカブル推
進法）と道路法の歩行者利便増進道
路制度（ほこみち制度）の改正を行
ったが、本市での取り組みを伺う。
　市長　本市のコンパクトさを生か
すため、都市計画マスタープランで
歩行者中心のまちづくりを掲げてお
り、令和元年10月に国土交通省のウ

　質問　医療従事者、高齢者施設、
65歳以上の高齢者の接種状況と７月
までの高齢者の接種見込みを伺う。
　市長　医療従事者等への接種は、
６月２日までに２回目が完了。高齢
者は75歳以上の方の接種を５月８日
から開始、31日までに2609名に１回
目を実施。高齢者施設等は５月12日
より順次開始。高齢者の接種は希望
者が７月末までに２回分を終えられ

達の理解を深めていく中で、保護者
が希望した場合は児童発達支援事業
を案内している。児童発達支援事業
所では、日常生活の基本的動作の習
得など個別療養プログラムを提供。
地域の中で健やかに育ち、能力や個
性を伸ばせるよう努めている。
道徳教育について
　質問　新教育長の着任により、教
育委員会がどのような道徳教育を推

施するため、適切な支援を行う。
福生第七小学校南側の五日市街道について
　質問　福生第七小学校南側の五日
市街道は、カーブの坂道で歩道幅が
狭い。また、法務局入口交差点上に
は歩道橋があるが、昇り降りが難し
い高齢者等は利用ができず、横断歩
道のない東西方向への横断が見られ
る。五日市街道、田園通りでの交通
安全対策の取り組みを伺う。

と特定業務代行者は準備組合が選定
する。市は選定に参画するほか、選
定後は指定管理者交渉者の提案を基
に運営内容を検討、基本設計等に反
映させて施設整備を行い、整備後は
モニタリング等を通じ内容の向上に
努め、整備から運営まで関与する。
　質問　事業者から良い提案を受け
ても、施設整備の予算とのすり合わ
せは難しいのではないか。

ォーカブル推進都市となった。取り
組みには福生駅西口の再開発事業や
東口の富士見通り線の拡幅に合わせ
た歩道整備による回遊性向上等の計
画がある。現在策定中の新たなマス
タープランにもウォーカブルなまち
づくりの推進を盛り込んでいる。
　質問　ほこみち制度とウォーカブ
ル推進法のまちなかウォーカブル区
域を併用すると相乗効果が大きいと

る体制を構築する。
温室効果ガス2050年実質ゼロについ
て
　質問　2050年までの排出実質ゼロ
達成への市の取り組みについて伺う。
　市長　平成15年度に策定した福生
市環境基本計画に基づき、福生市地
域新エネルギービジョン及び詳細ビ
ジョンにより削減目標を掲げ、市独
自の環境マネジメントシステムF－

進していくのかを伺う。
　教育長　子どもたち一人ひとりが
生命尊重や思いやりなど、道徳的価
値に関わる狙いに照らし、自分の生
き方の中にある内面的な課題につい
て深く感じたり、考える授業を推進
していく。道徳授業地区公開講座も
継続し、学校・教職員が保護者・地
域の皆様と協働して子どもたちの道
徳性を育んでいきたい。

　市長　当該箇所は平成24年度の緊
急合同点検の結果を受け、ガードパ
イプの延長と転落防止策が設置され
た。さらに車道への自転車ナビマー
クの設置や車両の速度を抑制するカ
ラー舗装等、安全対策と事故防止に
努めていただいている。横断歩道の
ない箇所の横断は、都や福生警察署
に対策を要望し、市としても高齢者
の交通安全意識の啓発活動に努める。

　企画財政部長　運営内容の協議結
果の反映は、予算規模に留意し行う
必要がある。予算規模は、現時点で
福生駅西口地区公共施設整備実施計
画で見込んだ概算事業費である。準
備組合から今年10月を目途に市が取
得時に支払う負担金の概算が提示さ
れる予定で、精査の上、市、準備組
合及び事業者が共有することで過度
な財政負担にならないよう努める。

いうが、その具体的内容を伺う。
　都市建設部長　道路の占用基準、
期間の緩和、都市再生推進法人によ
る手続面のサポート等で道路空間の
活用が行いやすくなり、民間による
オープンスペースが提供されるなど、
まちの活性化に合わせ歩行者の利便
性や安全性の確保などが期待できる
が、事業推進には歩道の有効幅員の
確保や地域の協力など、課題も多い。

eの取り組みにより、CO2排出量の
削減目標に向けて市民監査委員と共
に推進している。さらに現在開催中
の環境フェスティバルを契機に、一
般家庭や市内事業者への働きかけを
一層促進する。令和４年度から２か
年で実施する環境基本計画の見直し
の中で、国や都の脱炭素に関する動
向を踏まえ本市の取り組みを考えて
いく必要がある。
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「ふっさっ子スタンダード」について

性的マイノリティーについて

女性の孤独・孤立を防ぐ体制について

正和会
山崎 貴裕 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員

公明党
五十嵐 みさ 議員

▲ふっさっ子スタンダードの下敷きとクリアファイル

▲福生市男女共同参画行動計画（第6期）表紙

▲女性悩みごと相談の案内カード

　質問　市立小・中学校ではふっさ
っ子スタンダードをどのように指導
しているか。また、環境の変化など
に対応した見直しも必要ではないか。
　教育長　毎年、小・中学校の入学
式当日に、ふっさっ子スタンダード
を印刷した下敷きやクリアファイル
を新入生に配布。また、ポスターを
各校の教室に掲示。全小・中学校が
家庭・地域の方々とふっさっ子スタ

　質問　令和２年12月議会で「性的
少数者への理解や配慮を課題の一つ
として取り組みを進めたい」との答
弁だったが、半年後の現況を伺う。
　市長　本年３月に福生市男女共同
参画行動計画（第６期）を策定した。
性的少数者に配慮した取り組みの実
施に加え、多様性への理解の促進に
多様な背景を抱える人たちへの理解
を広く浸透させることで、それぞれ

　質問　女性の諸問題に関わる部署
は多岐にわたるが、女性の孤独・孤
立を防ぐための市の所見を伺う。
　市長　羽村市と共同で行っている
女性悩みごと相談事業をはじめ、関
係各所で相談事業を行っており、新
たな行政課題やどの部署にも属さな
い問題等は各部署において組織の壁
を越えて職員が連携し、できる限り
の対応を図っている。窓口も秘書広

ンダードの内容を共有して継続的に
取り組んだことで、児童・生徒に望
ましい生活習慣が確立され、学力向
上に結びついたと考える。一方で、
策定から７年が経過し、児童・生徒
の学び方や生活は大きく変わりつつ
ある。今後、学校や家庭、地域の
方々のご意見を踏まえて改定したい。
　質問　改定に対する視点について、
またその際の手順について伺う。

が住みやすい社会を目指している。
　質問　同性パートナーシップ制度
を導入する自治体が増えている。予
算も僅少で庁内手続きも簡単で当事
者の不利益の解消、権利を向上でき、
導入するべきと考えるが、見解は。
　生活環境部長　今後も動向を注視
していきたい。
土地利用規制法案の影響について
　質問　国会審議中の重要施設周辺

報課、協働推進課、社会福祉課、子
ども家庭支援課など様々あり、声を
上げやすいところに相談をしていた
だければと考える。今後も孤立する
方が生じないよう、さらに一丸とな
って取り組みたい。
　質問　相談先が分からないのが一
番問題で、諦めや孤立につながりか
ねない。相談窓口の一元化のため、
今後女性を専門に担当するような部

　教育部参事　コロナ禍で身につけ
た学校の新しい生活様式と、ｉＰａ
ｄ配布に伴う児童・生徒の情報活用
能力の二点を主眼とする。改定の手
順は、現行のふっさっ子スタンダー
ドへの意見を関係者から令和３年９
月までにいただき、それを基に10月
末を目途に原案を作成、12月に教育
委員会で審議、決定し、令和４年１
月に改定版を示していきたい。

及び国境離島等における土地等の利
用状況の調査及び利用の規制等に関
する法律案について、見解を伺う。
　市長　法律案の国民生活の基盤の
維持並びに領海等の保全及び安全保
障に寄与するという目的は、いずれ
も国の専管事項である。国が国の責
任において、目的、関係自治体や住
民への影響等について国民の理解を
得て実施されるものと考える。

署等を創設する考えはないか。
　福祉保健部長　本市の規模では、
女性問題を一元的に解決する担当課
を設置することは難しいが、福祉的
な困りごとについては、社会福祉課
窓口で断らない相談を実施している。
今後、女性の方が利用しやすいよう
相談窓口の名称等を工夫するなどし、
必要に応じて関係部署や関係機関に
繋げて支援してまいりたい。

教職員の1年単位の変形労働時間制について 日本共産党
池田 公三 議員

　質問　2019年、現場で反対の声が
大きい１年単位の変形労働時間制の
導入を可能にするいわゆる「給特法」
改正が強行された。東京都が条例制
定すれば各自治体において校長の判
断で導入可能になるが、見解を伺う。
　教育長　これまで教職員の労働条
件の改善に向けて様々取り組んでき
た。１年単位の変形労働時間制につ
いては、今後、東京都教育委員会や

近隣自治体の動向を注視し、適切に
判断したい。
　質問　１年単位の変形労働時間制
は、学校が忙しい月の労働時間を比
較的忙しくない月で調整する仕組み
なので、過労死ラインを超えたとし
ても超えていないことになってしま
う。頑張っている先生方のためにも
本制度は問題があると考える。令和
２年度の福生市の教員に当てはめて

試算した場合、過労死ライン超えの
人数と割合はどう変わるか。
　教育部参事　教員の在校時間から
勤務時間と休憩時間を差し引いた時
間を時間外労働時間とすると、本制
度の導入は、時間外労働時間が月42
時間、年320時間の範囲内であるこ
とが前提である。それを超える状況
の場合は本制度を活用できないので、
お答えは難しい。

人間と動物の共生について 正和会
石川 義郎 議員

▲福生地域体育館内のペット専用避難場所

　質問　昨年９月定例会での風水害
対策の質問では、ペットの避難所と
して福生地域体育館の一部を使用す
るとの答弁だったが、同館は現在新
型コロナウイルスワクチン集団接種
会場に使用中であり、避難所は本当
に確保できるのか。
　市長　同時使用することはなく、
動線も分かれており、ペット受入れ
可能だが、臨時的に他の場所を設定

するなど柔軟に対応したい。また、
他の避難者とのトラブルも想定され
ることから、ペットの同行避難に関す
るガイドラインの作成に着手している。
ドッグランについて
　質問　人間と動物が共生するまち
づくりにおいて、ドッグラン設置の
要望が高まっている。所見を伺う。
　市長　設置には近隣住民の理解が
大前提であり、その上で管理運営手

法や飼い主側のマナーなど新たなル
ールづくりと相応のスペースも必要。
想定されるのは多摩川中央公園や福
生南公園などの河川敷公園だが、市
民に活用されておりスペースを確保
することは難しい。また、公園以外
に新たな土地の確保も現時点では難
しい。現在、公園長寿命化計画や個
別の維持管理計画の策定に向け検討
中で、設置の可能性も研究していく。



　　　令和３年7月25日　　福生市議会だより　　No.225（5）

小・中学校における政治に関する教育について

福生市の定住化対策について

正和会
幡垣 正生 議員

立憲民主党
市川 佳樹 議員

▲選挙に関する授業の中での投票箱組立体験

　質問　政治への無関心が投票率を
下げているが、政治と無関係でいる
ことはできない。そのため教育現場
での政治の勉強や選挙についての学
びが大切と考えるが、現状を伺う。
　教育長　文部科学省の学習指導要
領では、小学校では６年社会科で国
民主権の考えの下、国や地方公共団
体の政治が国民生活の安定と向上を
図っていることを学ぶ。中学校では

　質問　人口減少に歯止めをかける
ための定住化対策の本市の施策、ま
た、賃貸住宅への家賃助成の考えは。
　市長　優良な住宅地の供給が進む
よう空き家等の除却助成金交付のほ
か、賃貸住宅の整備として耐震改修
助成や子育て支援住宅整備事業、公
営住宅の入居案内も実施。民間住宅
では宅地開発や整備の段階で単身者
向けワンルームマンションの居室を

社会科公民的分野の「民主政治と政
治参加」で民主政治の発展に寄与し
ようとする自覚や自治意識の基礎な
どを学ぶ。また、市教育委員会では
小学５・６年生を対象に福生市子ど
も議会を毎年開催し、政治に興味・
関心を持つきっかけとなっている。
今後も主権者教育を関連させ、民主
政治の発展に寄与しようとする児
童・生徒の育成を図りたい。

25平方メートル以上とし、高齢者に
は家賃補助を実施。賃貸住宅への家
賃助成は、総合戦略の方向性や公平
性から実施予定はない。
コロナ禍における貧困問題について
　質問　コロナ禍で困窮する世帯は
増えているものと思われる。本市で
はどのような対策を取っているのか。
　市長　福祉保健部では、住居確保
給付金について昨年度より失業のほ

　質問　教員たちに政治への理解を
深めるために市議会を傍聴してもら
えたらと考えるが、見解を伺う。
　教育部参事　教員が議会の役割等
について理解を深めることができ、
有効な手だての一つと考える。今後、
社会科の教員や希望者を対象に傍聴
を取り入れた研修を新たに企画した
い。まずは校長や副校長、管理職候
補者等を対象に試行したい。

か収入減も対象とし、条件緩和や期
間延長、再申請での追加給付も実施。
子ども家庭部では、ひとり親世帯の
支援を中心に「ひとり親家庭等への
臨時特別給付金給付事業」「ウェル
カム赤ちゃん臨時特別給付金給付事
業」等のほか、本年度は「低所得の子
育て世帯生活支援特別給付金給付事
業」も開始。今後も市民に寄り添っ
た対応に努める。
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ご利用ください市議会インターネット中継
パソコンのほか、スマートフォン、タブレット端末でも、市議会のインターネット中
継を視聴できます。
「傍聴に行けない」「外出先から議会中継を見たい」という方にも、いつでもご利用い
ただけます。
◆配信内容
　 本会議のライブ映像と録画映像

◆利用方法
　 福生市公式ホームページ→ 
「福生市議会」よりアクセス

福生市議会
インターネット中継

新型コロナウイルス感染症に係る
福生市議会の対応

令和３年第２回定例会は、新型コロナウイルス感染症対策を講じ
ながら、次のとおり開催しました。

「飛沫防止パネル」を設置しました
・令和３年第２回定例会から議場及び委員会室に「飛沫防止パネル」
を設置し、短縮していた一般質問の上限時間を変更しました。
（30分→60分）

対策を徹底し、傍聴を再開しました
・マスク着用、手指消毒にご協力をいただきました。
・傍聴受付時の体調確認及び非接触型体温計による検温にご協力を
いただきました。
・傍聴席の間隔を空けるため、議場の一般傍聴席を15席に削減しま
した。（通常は46席）
・傍聴席及び筆記具等の消毒を行いました。
・インターネット中継及び多摩ケーブルネットワークの放映をご活
用いただくようご案内しました。

感染症予防策を講じました
・各階に消毒液を設置しました。
・発言中も原則としてマスクを着用することとしました。
・議場及び委員会室の窓や出入口を開放し換気に努めました。
・職員の出席を最小限にとどめました。
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幼
稚
園
等
の
感
染
症
対
策
な

ど
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
億
８
７
０
２
万
５

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
２
５
５
億
１
６
９
０
万
２

千
円
と
す
る
も
の
。

　
歳
入
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
の
国

庫
補
助
金
１
億
６
３
０
０
万

円
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

交
付
金
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整

備
費
補
助
金
な
ど
の
都
補
助

金
１
６
５
２
万
５
千
円
な
ど

が
主
な
も
の
。

　
歳
出
で
は
、
総
務
管
理
費

が
公
共
施
設
等
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

整
備
委
託
料
、
庶
務
系
事
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
や
テ
レ
ワ
ー

ク
の
推
進
を
図
る
庶
務
事
務

シ
ス
テ
ム
等
導
入
委
託
料
等

で
９
７
９
９
万
６
千
円
、
児

童
福
祉
費
が
保
育
園
・
幼
稚

園
・
学
童
ク
ラ
ブ
・
児
童
館

な
ど
の
衛
生
対
策
に
係
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
補
助
金
及
び
衛
生

環
境
整
備
委
託
料
で
２
４
４

５
万
６
千
円
、
戸
籍
住
民
基

本
台
帳
費
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
事
務
に
係
る
事
務
補

助
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬

及
び
申
請
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
機
器
借
上
料
で
３
０
７
万

１
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
感
染
症
の
影
響
に

伴
う
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
自
転

車
駐
車
場
、
地
域
体
育
館
の

指
定
管
理
者
休
業
等
補
償
金

等
で
社
会
福
祉
費
、
道
路
橋

り
ょ
う
費
、
保
健
体
育
費
等

が
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
自
治
功
労
表
彰
に
つ
い

て
　
教
育
長
と
し
て
、
８
年
以

上
の
長
き
に
わ
た
り
市
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
川
越
孝
洋

氏
を
自
治
功
労
表
彰
す
る
も

の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
自
治
功
労
表
彰
に
つ
い

て
　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と

し
て
、
12
年
の
長
き
に
わ
た

り
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

平
田
ヒ
ロ
子
氏
を
自
治
功
労

表
彰
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
自
治
功
労
表
彰
に
つ
い

て
　
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、

12
年
の
長
き
に
わ
た
り
市
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
石
川
惠

一
氏
を
自
治
功
労
表
彰
す
る

も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
自
治
功
労
表
彰
に
つ
い

て
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
と
し
て
、
12
年
の
長

き
に
わ
た
り
市
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
竹
田
良
昭
氏
を
自

治
功
労
表
彰
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
一
般
表
彰
に
つ
い
て

◎
福
生
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律（
い
わ
ゆ

る
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
）

が
制
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
、

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
）が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
個
人
番
号
カ
ー

ド（
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
）の
再
交
付
に
係

る
手
数
料
の
規
定
を
削
除
す

る
も
の
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正

に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
発
行
主
体
が
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

（
Ｊ
ー
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）で
あ
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
た
た
め
、
カ
ー

ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料

は
市
の
手
数
料
と
し
て
徴
収

せ
ず
、
手
数
料
の
規
定
の
削

除
や
条
項
の
繰
り
上
げ
を
行

う
。
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
発
行
に
係
る
手
数

料
の
徴
収
事
務
は
、
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

か
ら
市
町
村
長
に
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
旨
が
同
法
に

規
定
さ
れ
、
カ
ー
ド
の
再
交

付
は
市
が
委
託
を
受
け
、
徴

収
す
る
形
と
な
る
た
め
、
手

続
的
に
は
変
わ
ら
ず
、
市
民

へ
の
影
響
は
な
い
。

◎
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

　
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
厚
生
労
働
省
令
で
あ
る
家

庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
電
磁
的
記

録
等
に
関
す
る
規
定
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
規
定
を
整

理
す
る
も
の
。
家
庭
的
保
育

事
業
者
等
が
、
記
録
、
作
成

等
を
目
的
と
し
て
書
面
で
行

う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る

又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
当

該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録

に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
規
定
を
追
加
す
る
も
の
。

◎
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
際
し
、
国
が

示
す
７
月
末
ま
で
の
高
齢
者

接
種
完
了
を
目
的
と
し
て
、

６
月
中
旬
か
ら
の
市
内
医
療

機
関
に
お
け
る
個
別
接
種
開

始
に
向
け
た
準
備
を
行
う
に

当
た
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
５
０
６

万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
２
５
３
億
２
９
８
７

万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

　
歳
入
で
は
、
国
庫
補
助
金

で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保

事
業
補
助
金
、
歳
出
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
看
護
師
会
計
年
度

任
用
職
員
に
係
る
社
会
保
険

料
や
報
酬
、
個
別
接
種
事
務

委
託
料
と
す
る
も
の
。

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 自民党福生 ネット 立憲民主党 議決結果

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会

市　長　提　出　議　案

議案第31号 福生市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第32号 福生市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第33号 令和３年度福生市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第34号 令和３年度福生市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第35号 福生市表彰条例に基づく自治功労表彰について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第36号 福生市表彰条例に基づく自治功労表彰について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第37号 福生市表彰条例に基づく自治功労表彰について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第38号 福生市表彰条例に基づく自治功労表彰について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第39号 福生市表彰条例に基づく一般表彰について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第40号 令和３年度福生市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

委　員　会　提　出　議　案

委員会提出
議案第１号 建設アスベスト被害者補償基金制度の早期実現と全面解決を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案の審議結果（〇賛成　×反対） ネット：生活者ネットワーク録画映像をご覧いただけます

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

▲

�

福
生
市
表
彰
式
で
表
彰
さ

れ
た
方
々
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け
た
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
、

地
域
経
済
の
早
期
回
復
及
び

市
民
へ
の
生
活
応
援
に
係
る

事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
歳

入
歳
出
予
算
を
補
正
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

11
億
２
７
６
４
万
４
千
円
を

追
加
し
、
２
６
６
億
４
４
５

４
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

　
歳
入
は
、
国
庫
負
担
金
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
策
費
負
担
金
、

国
庫
補
助
金
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
確
保
事
業
補
助
金
や

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

及
び
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付

事
業
に
係
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
強
化
交
付
金
の
ほ
か
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
と
併
せ
て
基
金
繰
入

金
も
計
上
し
て
い
る
。

　
歳
出
は
、
総
務
管
理
費
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
の
看
護
師
会

計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
社

会
保
険
料
、
社
会
福
祉
費
の

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
、

児
童
福
祉
費
の
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
給
付
事
業
、
保
健
衛
生

費
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
、
商
工

費
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
で
あ
る
。

問　
ガ
ス
ボ
ン
ベ
式
発
電
機

の
使
用
目
的
は
。

答　
購
入
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
を
活
用
。
事
業

内
容
は
、
住
民
が
自
主
的
に

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

促
進
を
図
り
、
自
治
意
識
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
、
使
用
目
的
は
、
町

会
・
自
治
会
等
の
事
業
や
イ

ベ
ン
ト
等
で
あ
る
。

問　
福
生
昭
島
地
域
の
未
来

を
つ
な
ぐ
協
議
会
負
担
金
に

つ
い
て
、
昭
島
市
と
連
携
を

す
る
理
由
は
。

答　
昭
島
市
は
商
業
を
中
心

と
し
た
産
業
振
興
を
展
開
し

て
お
り
、
当
市
に
隣
接
し
て

い
る
自
治
体
の
中
で
も
事
業

者
の
業
態
や
規
模
感
が
近
い

た
め
。
ま
た
、
こ
の
協
議
会

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参

画
す
る
多
摩
信
用
金
庫
に
つ

い
て
、
当
市
は
地
方
創
生
に

関
す
る
連
携
協
定
を
交
わ
し

て
い
る
が
、
昭
島
市
で
も
同

金
庫
と
産
業
活
性
化
支
援
に

関
す
る
包
括
協
定
を
交
わ
し

て
お
り
、
官
民
共
同
で
事
業

に
取
り
組
め
る
素
地
が
あ
り
、

こ
う
し
た
類
似
性
か
ら
昭
島

市
へ
声
を
か
け
、
連
携
す
る

に
至
っ
た
。

問　
自
転
車
駐
車
場
管
理
事

務
の
指
定
管
理
者
休
業
等
補

償
金
に
つ
い
て
、
減
収
分
の

補
償
を
す
る
と
あ
る
が
、
下

半
期
の
利
用
数
は
ど
の
く
ら

い
減
少
し
た
か
。

　
６
月
８
日
及
び
11
日
に
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
１
件
の

議
案
を
審
査
し
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
２
件
の
陳
情
は
１
件
が

採
択
、
１
件
が
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

(

建
設
環
境
委
員
会
所
管
分)

問　
町
会
等
活
動
支
援
事
務

に
つ
い
て
、
購
入
予
定
の
備

品
及
び
数
量
の
内
訳
は
。

答　
ガ
ス
ボ
ン
ベ
式
発
電
機

は
16
町
会
へ
各
１
台
、
高
座

椅
子
は
３
町
会
へ
各
４
脚
、

パ
イ
プ
椅
子
は
、
２
町
会
へ

各
４
脚
、
折
り
畳
み
テ
ー
ブ

ル
は
、
７
町
会
へ
各
１
脚
、

拡
声
器
は
４
町
会
へ
各
１
台
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
４
町
会
へ
各
１

台
を
配
備
の
た
め
購
入
予
定
。

答　
利
用
台
数
は
令
和
２
年

度
が
５
万
２
１
４
２
台
で
、

前
年
度
よ
り
４
４
７
１
台
、

７
．
９
％
減
。
定
期
利
用
は

令
和
２
年
度
が
６
０
６
６
台
、

前
年
度
よ
り
１
４
４
５
台
、

19
．
２
％
の
減
で
あ
っ
た
。

　
６
月
９
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

１
件
は
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

●
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
本
条
例
の
改
正
に
よ
る

対
象
施
設
の
運
営
、
現
場
へ

の
影
響
は
。

答　
紙
の
記
録
だ
け
で
な
く
、

パ
ソ
コ
ン
等
を
活
用
し
た
デ

ー
タ
に
よ
る
記
録
が
可
能
と

な
る
が
、
従
前
よ
り
必
要
に

応
じ
て
デ
ー
タ
に
よ
る
情
報

の
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
た

め
、
運
営
上
の
影
響
は
無
い
。

問　
利
用
者
へ
の
説
明
や
同

意
等
に
つ
い
て
も
電
磁
的
方

法
で
対
応
が
で
き
る
旨
、
本

条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
福
生
市
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
で
規
定
し

て
い
る
内
容
で
あ
る
。
今
後
、

国
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た
場

合
は
、
こ
ち
ら
を
改
正
す
る
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　
個
人
番
号
事
務
の
事
務

補
助
会
計
年
度
任
用
職
員
の

増
員
と
職
務
内
容
は
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張

申
請
サ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
。

答　
現
在
６
名
で
７
月
か
ら

２
名
を
増
員
し
、
８
名
と
す

る
。
職
務
に
つ
い
て
は
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
に
係

る
準
備
や
窓
口
の
受
付
及
び

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を

行
う
。
ま
た
、
出
張
申
請
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
９
月
に

わ
か
た
け
会
館
、
11
月
に
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ

日
曜
日
に
１
回
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。

問　
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
事

務
の
指
定
管
理
者
休
業
等
補

償
金
の
算
出
根
拠
は
。

答　
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用
料

の
減
収
、
喫
茶
た
ん
ぽ
ぽ
の

休
業
に
よ
る
減
収
、
コ
ロ
ナ

対
策
に
伴
う
消
耗
品
費
の
増

額
の
合
計
と
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
浴
室
休
止
に
よ
る
水

道
料
金
の
支
出
減
の
差
額
に

よ
り
算
出
し
た
。

問　
保
育
所
運
営
事
業
、
病

児
保
育
事
業
、
幼
稚
園
教
育

振
興
事
業
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
補
助
金
、

及
び
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
衛

生
環
境
整
備
委
託
料
の
内
容

に
つ
い
て
、
ま
た
補
助
金
・

委
託
料
の
手
続
き
の
流
れ
と

チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

答　
保
育
所
運
営
事
業
に
お

い
て
は
、
施
設
の
定
員
な
ど

に
よ
り
補
助
上
限
額
が
設
定

さ
れ
、
延
長
保
育
を
実
施
し

て
い
る
場
合
に
は
追
加
補
助

が
あ
る
。
対
象
13
施
設
の
う

ち
12
施
設
が
各
75
万
円
、
１

施
設
が
60
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
病
児
保
育
事
業
は
病
児

保
育
室
と
病
後
児
保
育
室
の

２
施
設
に
対
し
各
30
万
円
。

幼
稚
園
教
育
振
興
事
業
は
市

内
の
幼
稚
園
４
園
に
対
し
て

各
50
万
円
。
学
童
ク
ラ
ブ
事

業
の
衛
生
環
境
整
備
委
託
料

は
、
定
員
に
よ
っ
て
補
助
上

限
額
が
設
定
さ
れ
、
15
施
設

が
各
40
万
円
、
１
施
設
が
50

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

補
助
金
や
委
託
料
は
、
国
や

都
の
実
施
要
綱
に
照
ら
し
補

助
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
購
入
後
に

再
度
確
認
作
業
を
行
う
。

問　
学
童
ク
ラ
ブ
の
加
配
職

員
の
資
格
や
加
配
状
況
は
。

答　
加
配
職
員
は
専
門
的
な

資
格
を
条
件
と
し
て
は
い
な

い
が
、
放
課
後
児
童
支
援
員

な
ど
の
資
格
を
有
す
る
経
験

豊
富
な
職
員
を
配
置
し
て
い

る
。
ま
た
、
発
達
に
課
題
が

あ
る
子
ど
も
や
障
が
い
が
あ

る
子
ど
も
の
状
況
は
そ
れ
ぞ

れ
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

障
が
い
の
重
さ
に
応
じ
て
職

員
の
配
置
を
し
て
い
る
。

　
６
月
10
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
今
回
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
発
行
主
体
と
な
る

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構(

Ｊ-

Ｌ
Ｉ
Ｓ)

と
は
。

答　
こ
の
組
織
は
、
地
方
公

共
団
体
が
共
同
運
営
し
て
い

る
組
織
で
、
地
方
公
共
団
体

の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

事
務
や
、
そ
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
令
和
２
年
度
に
は

国
と
地
方
公
共
団
体
が
共
同

運
営
す
る
方
針
と
な
っ
た
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
再
交
付

手
数
料
８
０
０
円
の
算
出
根

拠
は
。

答　
原
紙
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

購
入
原
価
等
カ
ー
ド
の
材
料

費
を
考
慮
し
た
、
国
が
示
す

再
交
付
手
数
料
相
当
経
費
を

基
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　
庶
務
事
務
シ
ス
テ
ム
等

導
入
委
託
料
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
か
。
ま

た
、
そ
の
導
入
効
果
は
。

答　
庶
務
事
務
シ
ス
テ
ム
は
、

職
員
の
休
暇
や
超
過
勤
務
な

ど
の
各
種
届
出
の
申
請
及
び

そ
の
承
認
を
シ
ス
テ
ム
上
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、

効
果
と
し
て
は
、
庶
務
事
務

の
効
率
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
が

見
込
め
る
も
の
で
あ
る
。

問　
学
力
向
上
推
進
事
業
に

つ
い
て
、
福
生
第
六
小
学
校

が
本
事
業
校
に
指
定
さ
れ
た

が
、
選
定
理
由
に
つ
い
て
。

答　
東
京
都
教
育
委
員
会
か

ら
の
募
集
に
対
し
、
福
生
六

小
の
校
長
か
ら
、
教
員
の
授

業
改
善
に
取
り
組
み
た
い
と

の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

問　
広
報
事
務
に
つ
い
て
、

ラ
イ
ブ
配
信
の
た
め
の
備
品

購
入
費
と
な
っ
て
い
る
が
、

機
器
の
内
訳
、
配
信
方
法
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
購
入
機
器
は
撮
影
用
カ

メ
ラ
３
台
、
編
集
用
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン
２
台
、

配
信
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
１

台
他
ケ
ー
ブ
ル
等
を
購
入
予

定
で
、
配
信
方
法
は
福
生
市

公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン

ネ
ル
、
福
生
市
メ
デ
ィ
ア
ラ

ボ
を
介
し
て
配
信
予
定
で
あ

る
。

問　
情
報
系
シ
ス
テ
ム
管
理

事
務
に
つ
い
て
、
テ
レ
ワ
ー

ク
導
入
に
向
け
た
整
備
と
な

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

▲

�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
て
購
入
予
定
の

ガ
ス
ボ
ン
ベ
式
発
電
機

▲

�

市
内
保
育
園
で
の
パ
ソ
コ

ン
等
の
記
録
を
活
用
し
て

い
る
一
例

▲�マイナンバーカードの見本
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編

集

後

記

令
和
３
年
度
、
新
た
な
人

事
の
も
と
６
月
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
、
感
染
症
対
策
を
十
分

に
行
い
、
議
会
を
滞
り
な
く

運
営
す
る
こ
と
は
、
地
方
自

治
、
民
主
主
義
の
観
点
か
ら

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

今
定
例
会
か
ら
、
飛
沫
感

染
防
止
策
と
し
て
ア
ク
リ
ル

板
が
議
場
や
委
員
会
室
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

一
般
質
問
の
中
止
や
上
限
時

間
の
短
縮
、
文
書
質
問
な
ど

の
対
応
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
通
常
ど
お
り
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

特
別
委
員
会
」を
設
置
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
も
ち
ろ
ん
、

各
部
署
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
い
ま
す
。
一
日
も

早
く
市
民
が
通
常
の
社
会
生

活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

更
に
今
後
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
紙
の
削
減
に
よ

る
環
境
へ
の
配
慮
は
も
と
よ

り
、
膨
大
な
資
料
を
持
ち
運

び
で
き
、
議
員
力
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
行
政
と
議
員
間

の
情
報
共
有
が
容
易
に
な
り
、

災
害
対
応
に
も
有
効
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
取
り
組
み
、

新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

２　
令
和
４
年
度
防
衛
補
助

事
業
概
算
要
望
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
防
衛
補
助
事

業
概
算
要
望
で
は
、
中
央
図

書
館
改
良
事
業
な
ど
全
６
事

業
を
要
望
し
、
補
助
額
の
合

計
は
、
国
庫
債
務
負
担
行
為

に
よ
る
令
和
５
年
度
実
施
分

を
含
め
て
７
億
７
３
１
８
万�

５
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

３　
横
田
基
地
周
辺
対
策
等

要
望
事
項
（
案
）
に
つ
い
て

　
例
年
実
施
し
て
い
る
防
衛

省
本
省
及
び
北
関
東
防
衛
局

へ
の
要
請
行
動
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
訪
問
人
数
に

制
限
は
あ
る
が
、
７
月
26
日

に
市
議
会
及
び
横
田
基
地
対

策
特
別
委
員
会
を
代
表
し
て

正
副
議
長
、
正
副
委
員
長
が

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、

基
地
周
辺
対
策
の
充
実
、
市

が
概
算
要
望
し
て
い
る
令
和

４
年
度
防
衛
補
助
事
業
の
採

択
、
基
地
の
運
用
に
伴
う
安

全
確
保
の
徹
底
、
騒
音
防
止

対
策
の
推
進
、
地
元
産
業
活

性
化
の
促
進
な
ど
、
全
14
項

目
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

４　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

①
横
田
基
地
広
報
部
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
今
年
の

横
田
基
地
日
米
友
好
祭
に
つ

い
て
延
期
し
、
来
年
５
月
に

実
施
を
検
討
し
て
い
る
と
の

情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

②
４
月
に
人
員
降
下
訓
練
が

３
回
実
施
さ
れ
、
期
間
中
、

市
民
か
ら
４
件
の
航
空
機
騒

音
の
苦
情
が
あ
っ
た
。

③
５
月
下
旬
頃
か
ら
約
５
か

月
間
の
予
定
で
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ホ
ー
ク
６
機
が
一
時
展

開
し
て
い
る
。

④
Ｃ
Ｖ
‐
22
オ
ス
プ
レ
イ
の

部
隊
が
専
用
的
に
使
用
す
る

施
設
の
工
事
に
つ
い
て
、
工

期
の
予
定
が
変
更
と
な
っ
た
。

　
６
月
11
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
福
生
市
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
会
議
が
令
和
２
年

３
月
13
日
か
ら
計
１
１
０
回

開
催
さ
れ
、
当
市
に
お
け
る

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
主

な
決
定
事
項
の
報
告
が
あ
っ

た
。

　
ま
た
、
当
市
に
お
け
る
感

染
者
数
の
推
移
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事

業
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
、
市

民
の
生
活
対
策
、
子
ど
も
・

子
育
て
対
策
、
教
育
対
策
、

ま
ち
の
事
業
者
対
策
等
に
関

す
る
予
算
は
、
令
和
元
年
度
、

令
和
２
年
度
は
、
計
約
70
億�

２
１
０
５
万
円
、
令
和
３
年

に
お
い
て
は
約
７
億
８
０
８�

０
万
円
で
、
76
事
業
で
執
行

さ
れ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

２　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い

て

　
基
本
事
項
と
し
て
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
位
置
づ
け
は
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
も
の

で
、
厚
生
労
働
省
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、

市
町
村
が
実
施
主
体
と
な
り

実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
予
約
、
接
種
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
６
月
10
日
時
点
で
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
４
６
０�

８
人
の
方
が
１
回
目
の
接
種

を
、
６
３
４
人
の
方
が
２
回

目
の
接
種
を
完
了
し
て
お
り
、

高
齢
者
の
１
回
目
の
接
種
割

合
は
30
．
14
％
、
２
回
目
の

接
種
割
合
は
４
．
15
％
で
あ

っ
た
。

　
ま
た
、
70
歳
以
上
の
接
種

予
約
率
は
72
％
に
な
っ
て
お

り
、
65
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
希
望
者
は
、
７
月
中
に

接
種
を
完
了
す
る
予
定
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

３　
今
後
の
本
委
員
会
の
進

め
方
に
つ
い
て

　
調
査
研
究
の
議
題
に
つ
い

て
は
、
今
委
員
会
の
意
見
等

を
参
考
に
、
各
委
員
に
お
い

て
検
討
し
、
再
度
協
議
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

っ
て
い
る
が
、
補
正
す
る
部

分
の
詳
細
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接

続
回
線
の
利
用
料
３
９
５
０

万
８
千
円
、
テ
レ
ワ
ー
ク
用

端
末
80
台
の
購
入
及
び
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
費
用
１
８
６
４
万

４
千
円
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

更
新
費
用
１
６
８
０
万
８
千

円
が
補
正
部
分
で
、
管
理
職

の
テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

つ
い
て
は
、
シ
ン
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
端
末
の
使
用
、
通
信
回

線
に
は
閉
域
網
を
使
用
し
て

そ
の
確
保
を
行
う
。

問　
地
域
情
報
化
推
進
事
業

に
つ
い
て
、
19
施
設
に
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
す
る
が
そ
の

導
入
時
期
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
。

答　
導
入
時
期
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
11
月
か
ら
、
同
12

月
か
ら
、
令
和
４
年
１
月
か

ら
の
３
段
階
に
わ
か
れ
て
お

り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

年
間
１
５
５
万
９
千
円
を
計

上
し
て
い
る
。　

問　
歳
入
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
と
し
て

１
億
５
０
６
２
万
９
千
円
が

あ
る
が
そ
の
活
用
方
法
、
対

象
事
業
と
そ
の
期
間
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
策
や
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済

構
造
の
転
換
、
好
循
環
の
実

現
な
ど
に
該
当
す
る
事
業
が

交
付
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

期
間
は
令
和
３
年
度
中
に
実

施
す
る
事
業
が
そ
の
対
象
と

な
る
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
７
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
6
月
11
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
４
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
令
和
２
年
度
防
衛
補
助

事
業
等
実
施
状
況
に
つ
い
て

①
障
害
防
止
工
事
補
助
事
業

は
、小
中
学
校
（
六
小
講
堂・

三
中
講
堂
）
の
防
音
機
能
復

旧
（
復
機
）
事
業
な
ど
４
事

業
を
実
施
し
、
補
助
額
は

１
億
６
２
７
４
万
８
千
円
で

あ
っ
た
。

②
民
生
安
定
施
設
整
備
補
助

事
業
は
、防
災
行
政
無
線（
移

動
系
）
施
設
改
良
事
業
な
ど

３
事
業
を
実
施
し
、
補
助
額

は
１
億
４
５
８
万
３
千
円
で

あ
っ
た
。

③
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
事
業
は
、
交
付

額
６
億
１
８
９
８
万
円
を
、

防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
維
持
管

理
等
委
託
事
業
な
ど
５
事
業

の
基
金
に
積
み
立
て
た
。

議
会
運
営
委
員
会

▲空調設備を更新した福生第三中学校講堂

▲委員会開催中の様子

全国市議会議長会では、議員として多年にわた
り地方自治に功績のあった方を表彰しています。
令和３年度においては、２名の議員が表彰され
ました。

議員10年以上

池田　公三 議員
町田　成司 議員

全国市議会議長会産業経済委員会委員として、
会務運営の重責にあたられ使命達成に尽くされ
た功績に対し、感謝状が贈呈されました。

清水　義朋 議長

議員表彰

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

　多摩ケーブルネットワークによる本
会議の生中継を放映します。放映日
時、放映チャンネルは、広報ふっさ及
び多摩ケーブルチャンネルガイドでお
知らせしますのでぜひご覧ください。

ケーブルテレビによる
議会中継

「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」により、市議会だよりの音訳をデ
イジー方式のＣＤにして、視覚障害者(１・２級)の方にお届けしています。　
　ご家族やお知り合いで、ご希望の方がいらっしゃいましたら、ご連絡く
ださい。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具として
給付を受けられます。（利用者一割負担）

議会事務局☎042-551-1523

令和３年第３回定例会（予定）

◎�議場には、補聴器をお使いの方のために、補聴器に直接
音声を送るヒアリングループを導入しています。

◆本会議　午前10時開会　８月31日㈫〜９月３日㈮・28日㈫
◆決算審査特別委員会　午前10時開会　９月７日㈫〜10日㈮
◆常任委員会　午前10時開会　９月14日㈫〜16日㈭

次回定例会のお知らせ


